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引ヒ海道の特殊性を反映した

新たなへき地基準と級地を求めて !

北海道へき地 ・複式教育研究連盟委員長 梅  木  登 喜雄

1倉

平成 20年 度 もわず

か とな りま した。 この

1年 を振 り返 ります と、

新学習指導要領 の移行

措置 に関わ る次年度 か

らの教育課程 の編成 、

学校職員評価 の導入、

そ して査定昇給制度の

導入 と、かつてない取 り組みに奔走 した年

であ りました。社会の急激な変化 と同時に

教育界 も大 きな変化の時代 を迎えて いるこ

とは確かであ ります。

そのよ うな時期 にあってもへき地教育の

実践の歩みは止まることなく着実 に進め ら

れています。全道の会員の皆様 に改めて敬

意を表す ると共にお礼 を中し上げます。

今年度 は第 57回 の全道へき研檜 山大会

が多 くの参加者を得て成功裡に終わること

ができま した。地理的に多少の心配 もあ り

ましたが、加盟校の少ないハンディを檜山

管内の教育関係の皆様 にご支援 をいただき、

実行委員会が一丸 となって取 り組んだ賜 と

感謝 して いるところであ ります。第 7次 の

研究の最終年度 として、大変意義ある大会

とな りま したが、次年度か らも第 7次 で取

り組んできた研究の成果 と課題 を整理 して

第 8次 の研究へ とつなざたいと考えます。

第 8次 の研究主題や研究内容面での変更 は、

平成 23年 度 に予定 されている全国へき地

教育研究大会北海道大会 を見据えたものと

なってお りますので新たな研究実践の指針

として活用 いただきたいと思います。

さて、本年 1月 20日 に文科省がへき地

指定基準の改正に関するパブ リックコメン

トを実施致 しました。改正の内容は大変厳

しいものとなってお り、現段階では新級地

の全体像が見えず、コメン トを控えてお り

ますが、北海道のもつ地理的、広域的等の

特殊性 を反映 した基準 となるよう今後 も文

科省、道教委への働きかけを続 けて参 りた

いと考 えます。今次の改正がへき地教育振

興法の精神 に則 り、教育格差の是正 に大 き

な力となることを願 うものであ ります。

北海道はご承知のようにへき地指定 の学

校が全国でも最多であ ります。へき地教育

の充実 ・発展が北海道の教育に欠かせない

ことは誰 もが知るところであ り、このこと

を肝 に銘 じ、よ り確かな実践を積み上げた

いと思います。そのためには研究の充実 と

共 に、教育条件整備 の運動 も合わせて進め

て参 りますので、今後 もご支援 ご協力をお

願 い致 します。



(2)平成 21年 2月 27日 道へき ・複違1青報 第 134号

■| | ■ま. ‐■
l t ■■駆 | | ■

ぽ転
5月  8日

16日

19日

～ 20日

6月  2日

12日

27日

30～ 1周

7月  8日

10日

26日

8月 1～ 2日

3～ 5日

30日

9月 24日

25日

～ 26日

10月 15日

16日

～ 17日

20日

21日

11月 21日

30日

1月  9日

26日

2月 12日

29日

〉

事務局長 油 谷  諭

1 -般 経過報告 (概要)

5月  7日

第 5回常任委員会

第 2回 監査委員会

平成 20年 度定期総会

第 1回組織検討委員会

第 1回常任委員会

第 1回企画委員会、

第 1回研究推進委員会

平成20年 度全へき連春季総会

第 2回常任委員会

第2回組織検討委員会

道へき ,複連情報 132号 発行

第2回企画委員会

第2回研究推進委員会

金へき新聞執筆者原稿依頼発送

地区役員名簿 ・地区研究大会

資料送付

道へき ・複連OB会 役員会

第3回組織検討委員会

網走プレ大会挨拶回り

道へき ・複連①B会 定期総会

第 3回常任委員会

第 1回監査委員会、評議委員会

第 57回 全道へき地複式教育

研究大会櫓山大会

全へき連秋季総会

第 57回 全国へき地教育研究

大会山梨大会

第 3回研究推進委員会

第 24回 北海道へき地複式教育

実践研究発表大会

道へき ・複連↑詳R133号 発行

道へき ・複連①B会 役員会

第3回企画委員会

第4回常任委員会

第4回研究推進委員会

道へき ・複連J情報 134号 発行

2 -般 業務報告

平成20年 度においても、研究、組織、教育

条件整備等の当面する課題について、新たな展

望のもとにその解決に向け努力して参りました。

ここにその概要を中し上げます。

◆ 研 究面では、第 7次長期 5か年研究推進計画

の最終年次に当たり、第 57回 全道へき地複式

教育研究大会櫓山大会 (5町 7分科会)、第 58

回全道へき地複式教育研究大会網走プレ大会

(1市 7町 8会場)、第24回 北海道へき地複式

教育実践研究発表大会を開催致しました。各地

区へき ・複連、並びに、会場校の多大など努力

とご協力によって、実践的な研究成果の発信 ・

交流力Y子われるとともに、今後の研究推進に明

るい展望を拓く大きな成果を上げることができ

ました。実践研究発表大会は、今年もホテルラ

イフォート本b幌を会場に、全道各地のへき地 ・

複式教育の実践の発表 ・交流をもとに、活発で

建設的な協議が行われました。近年の実践発表

内容及び研究協議の充実がへき地複式教育の充

実 ・発展に大きく寄与するものと考えます。講

演は、演題 「自然の見方 ・考え方が変わる」で

北海道教育大学釧路校 准 教授 境  智 洋氏に

行っていただき、理科の授業に役立つ様々なア

イディアを紹介していただいた実践的な内容で

した。

◆ 平 成23年 度の全国へき地教育研究大会北海

道大会については、上川地区ですでに準備を進

めているところですが、今後も道へき複連と上

川地区連盟がよリー層の連携を図りながら、全

道的な協力のもと全国大会の成功に向けて体制

を整えていきたいと思います。

◆ 組 織面では、市田研寸合併や地方財政通迫、児

童数減少等により、へき地 ・小規模校の統廃合

が進み、加盟校及び会員の減少傾向が続いてお

ります。これに伴う今後の組織や運営について、

組織険討委員会の答申を受けて、現在まで、次

のような組織 ・運営のスリム化に努めてきたと

ころです。
・事務局長合同会議の廃止

・総務部・研究部・情報部・大会部の4部 体制か

ら、情報部の業務を分散した3部体制への移行
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・監査委員の削減など

しかしながら、組織のスリム化も限界にきて

いるところです。今後は昨年から取組んできた

ICTを積極的に活用し、連盟事務局をはじめ地

区事務局も含めた事務 ・業務の効率化をさらに

進めて行きたいと思います。

未加盟校への働きかけについては、道へき ・

複連の発足の趣旨や目的等について啓尭活動を

行うなど、各地区での意識高揚に向けた取組を

お願いしているところです。また、全国大会に

向けた小規模中学校との研究 ・組織面での一体

化についても検討を進めていく必要があると考

えています。

◆ 教 育条件整備については、 3学 級4定員、教

頭の無配置校の解消をはじめ、へき地 ・複式校

の抱える諸課題に、全へき連、道小、道へき 。

複連OB会 等とも連携しながら、関係機関に要

請して参りました。

今年度は国の「へき地指定基準」が改正され、

それを基に22年 4月 に新たな 「へき地級数」

が決まる予定です。

道へき ・複連としては、より実態に合った基

準になるようパブリックコメントを通して文科

省に要望するとともに、今後の級数を決める具

体的な作業についても注視していきたいと思い

ます。

◆ 研 究、組織、財政などの諸課題につきまして

は、今年度も組織検討委員会を設置し9月 には

中間報告を受けたところです。今後、総会時で

の最終報告を受け、できるところから解決 ・改

善に努めていこうと考えております。

3 情 報関係活動経過報告 (概要)

5月 8日   定 期総会で 「道へき,複連情報」

発行計画を承認

16日   道 へき ・複連情報 132号

原稿依頼

27日   道 へき 。複連情報 132号 発行

7月  8日   道 へき ・複連ホームページ更新

瀬

7月 28日   道 へき ,複連ホームページ更新

10月  1日   道 へき ・複連情報 133号

原稿依頼

11月 21日   道 へき ・複連情報 133号 発行

11月 28日   道 へき ・複連ホームページ

珈

12月 11日   道 へき ,複連ホームベージ更新

1月  5日   道 へき ・複連情報 134号

原稿依頼

2月 27日   道 へき ・複連情報 134号 発行

3月初旬  道 へき ・複連ホームページ

軸 鰊

4 情 報関係業務報告

(1)情 報関係

事務局で 「道へき ・複連情報」(132、133、134

号)を 3回発行し、広報活動に努めました。

133号 では第 57回 全道へき地複式教育研究

大会檜山大会を特集し、全体会及び各分科会の研

究成果と課題等について情報提供することができ

ました。また、第 58回 全道へき地複式教育研究

大会網走プレ大会についても、研究主題や分科会

会場についても知らせることができました。あら

ためて櫓山及び網走のへき ・複連の情報提供と原

稿執筆にお礼と感謝を申し上げます。

道へき ・複連ホームベージの内容更新は、北海

道教育大学へき地教育研究センターの協力を得て

行い、すでに132号 から133号 は掲載されて

おりますが、引き続き134号 も更新を依頼する

予定です。

各地区へき ・複連事務局の皆様には、ご多用の

中、情報提供、加盟校への種々の連絡や配付等に

a尽 力いただき、心よりお礼申し上げます。

<各 号の主な内容>

【132号 】
・平成20年 度道へき ・複連 「定期総会」特集

【133号 】
・第 57回 全道へき地複式教育研究大会檜山大会

特集
中第 58回 全道へき地複式教育研究大会網走プレ

大会案内
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【134寺 計】
・平成20年 度道へき ・複連活動報告特集

値 へき ,複連ホームベージの内容》
'シンボルマーク、へき地教師の歌
・要覧、研究主題
・全道へき地複式教育研究大会関係
・全道へき地複式教育研究大会プレ大会関係
・北海道へき地複式教育実践研究発表大会関
・全国へき地教育研究大会関連
。「道へき ・複連情報」
・地区へき ・複連情報 な ど

(2)「全国へき地教育新聞」関係

① 「全国へき地教育新聞」拡大の取組

総会等において以下の意義や理由、利点を踏ま

え購読拡大の取組をお願いしてきました。
・「全国へき地教育新聞」は、全国へき地教育研究

連盟が編集し、教育新聞社が発行するもので、

全へき連とへき地 ・複式校を結ぶ唯一の機関紙

である。内容は、各種教育情報や教育研究大会

情報、教育研究実践を発表するなど、我々がつ

くる我々の新聞である。
・「全国へき地教育新聞」は、読者の購読料によっ

て刊行されており、数の減少が発行を困難にす

る大きな要因になってきている。
・各地区へき 。複連の財政に多少の貢献がある。

各地区へき ・複連で納入する場合、一部につき

150円 の還元がある。

<取 組の手立てとして>

○各地区へき 。複連で地教委等、関係機関に購読

料の予算化を働きかける。

①各地区へき ,複連の会議、会合などで購読を呼

びかける。

①各地区へき ・複連に 「金回へき地教育新聞」担

当者または係を置くようにする。

以上のように、各地区へき・複連のご協力を

いただき、購読拡大の取組をしています。

今年度は来年度の予約購読をはじめ新たな申し

込みが多数あり、全国大会に向けた各校の積極

的な取り組みの成果と大変うれしく思います。

今後ますます統廃合や町村合併、市町村財政遍

迫等により購読数が減少することが予想されま

すが、「全国へき地教育新聞」の「へき地口複式 ・

小婦慎校交流の場、情報交換の場」としての意

義を理解していただき、今後さらに個人講読も

含め、購読のlgJきかけを強く呼びかけていきた

いと思います。

② 「全国へき地教育新聞」原稿執筆の取組

原稿種別、送付月を地区行に割り振り執筆を

お願いしました。各地区へき ,複連のご協力と

執筆者各位るいより感謝とお礼を申し上げます。

新聞掲載については、順次掲載され、情報、実

践の交流がなされております。

③ 「全国へき地教育新聞」朝降原稿依頼について

平成20年 度の原稿執筆依頼送付については、

次の通りお願いしました。

全国へき地教育新聞編集局の依頼で、「全国ヘ

き地教育連盟」行きの封筒に 「原稿とフロッピ
ー」を入れることになっていますので、次年度

もそのようにお願いすることになります。

④ 「全国へき地教育新聞」の (頒稿種別》

1.論 評 (市町村教育長、各局指導主事)

2.山 紫水明 ぐ校長)

3,随 想 (教頭、教務主任、学級担任など)

4.心 温まる話 (どなたでも)

5.私 の推薦する一冊の本 (校長、教頭他)

6.や すらぎ保健室 (養護教諭)

7.さ わやか事務室から (事務職員)

8.わ が町 。わが学校 (保護者)

9.研 究実践校紹介 (実践校)

「全国へき地教育新聞J原 稿執筆者地区別一覧

(平成 20年度原稿本数 38本 )

廊
翻
繊

8月 9月 10月 11月

1 ◇ 網走 ◇ 空知

2 空知 渡島 留萌 上川

3 」
一
‖券 宗谷 後志 渡島

4 上川 石狩 空知 日高

5 後志 留萌 日高 石狩

6 利J走 ll二」坊貫
―
卜
‐
】券 011,各

７
ｒ 渡!島 上)|| 本睦 留萌

8 宗谷 オ含111 】鏃 後志

9 隆
鵬

勝

高

十

日

宗谷

檜山
鮭
蠍
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副委員長 大 竹 徹郎

1 活 動経過報告

5月 8日  道 へき ・複連総会

第 1回組織検討委員会

5月 16日  第 1回常任委員会

関係機関挨拶回り

6月 12日  第 2回常任委員会

第2回組織検討委員会

6月 17日  全 国基本調査の依頼 (全道 14管 内)

(7/18:回収 ・集約、730:全 へき連へ提出)

8月  1日  第 3回組織検討委員会

9月 24回  第 3回常任委員会、第 1回評議委員会

鰯 討委中間報告)

25～ 26日  第 57回 道へき ・複研究大会絵山大会

10月 21日  第 24回 道へき。複実践研究発表大会

1月 26日  第 4回常任委員会

2 平 成21年 度教育予算要望

総会で提案したとおり、逝 J のヽ中で意見反映を行

いながら、逝 」ヽ・道中・道教頭会と一体となって、

以下の内容で要望活動を進め、各地区からの要望事

項の実現に努めてきた。

<基 本的な要望事項>

1.教 員定数の配置基準および学級編成基準の改善

2.教 職員の生活の安定 ・向上のための改善

3.教 職員の資質向上に関わる研修についての改善

4,学 校経営の適正化と充実への対応

5,へ き地教育の推進についての改善

6.へ き地勤務条件の充実

3 へ き地級指定に関する取組

1月20日 、文耕創よン＼きナ陸教育剛 力施そ子規則

の一部を改正する省令案を公表した。離島用基準点

ではす超働朗享く点数が配分されたものの、陸地用

基準点では成緩 目が目立ち、道へき・複連として

早速、北海道の非利便1生・広域性考慮した配点など、

4点 の意見をパブリック・コメントに寄せたところ

である。新基準が確定されれば算定作業に入ること

になるが、今後も全へき連、OB会 、逝 」ヽ、道中、

道教頭会等と連携しながら対応していくこととする。

4 調 査活動について

(1)全 へき連基本調査について

各地区連盟のご協力により、予定通り集約し、

提出完了。後日、全へき連より届き次第配布予定。

(2)そ の他調査依頼

1月 22日 現在、依頼なし

5 組 織検討委員会の活動概要

道へき・複連では、今年度も組織検討委員会を設

置して、組織体制、研究活動、財政等のあり方や改

善について協議 ・検討してきた。

(1)組 織検討委員会の構成

委員長 :加 藤    孝 (道北ブロック・上川)

委 員 ;安 宅 錦 也 箇 南ブロック・胆凋

:工 藤 英 二 (道央ブロック・石狩)

:清 水 洋 一 値 東ブロック・網適

(他に常任委員5名を加え、計9名で構成)

(2)平 成20年 度の検討課題

回 道へき・複連組織体制の改善と1群段のあり方

□ 研究推進委員会事業内容の改善の検討

回 道へき・複連の財政の健全化に向けて

日 今後の全道大会 ・プレ大会及び全国大会につ

いて

次期へき地級指定見直しに関する件について

各地区からの提出課題の検討

□

□
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一研
◎第 8次 長期 5か 年研究推進計画の提示と周知

昨年度末にほぼ完成を見ていた第 8次 長計の校
副委員長 岩 済J 明 男   正 を行いCD化 したものを、 7月 に各地区に配布

1 研 究主題            し た。

自ら倉1造的に学び 豊 かな心でた  ◎ 第 7次 長期 5か 年研究推進計画まとめの編纂
くましく郷土を拓く子供の育成 ～   こ の 5年 間の各全道大会と実践研究発表大会の
へき地 ・小規模 ・複式学級を有する  成 果と課題、学校 ・学級経営分野と学習指導分野

学校の特性を生かし、一人一人の児  の 典型 ・定型となる実践例をまとめた。CD化 し

亀〕レ 霧云努|こど警缶肇標答學歳是警と肇  百
各
耕発錦撃窒塁巻

活用してもらう予定である。
習指導の充実をめざして～        5月 19日  第 1回企画委員会

2 研 究活動の重点と成果                   ・ 業務内容と役割分担の確認
道へき ・複連の第 7次 長期 5か年研究推進計画         ・ 第 8次 長計提示についての確認

の最終年次として、これまでの研究の成果と課題    5月 19日  第 1回研究推進委員会
を整理し、第 8次 長期 5か 年研究推進計画につな     ～ 20日 ・平成 20年 度研究部計画の確認
げる。                             ・ 研究推進委員の業務 ・役害J分担

(1)共同研究体制の強化と実践研究の充実             ・ 網走プレ大会の助言者の決定

(2)全道へき地複式教育研究大会の効果的な開催          ・ 各管内へき複連活動状況の交流
(倒第 7次 長期 5か年研究推進計画の整理と記録     6月 30日  第 2回 企画委員会

14)第8次 長期 5か 年研究推進計画の提示 と周知         ・ 第 7次 長計 「実践のまとめ」の

(9研究資料の編集と発行                     編 集方針について
(第7次 長計 「実践のまとめ」図書編纂)      6月 30日  第 2回 研究推進委員会

俗)教育関係各機関 ・団体との連携           ～ 7月 1日 ・第 8次長期 5か年研究推進計画

17)全国へき地教育研究連盟との連携                の 発行 (各地区にCD配 布)
《おもな成果》                        ・ 研究主題 ・指導形態等調査発行

◎第57回 全道へき地複式教育研究大会僧山大会          ・ 研究部情報第 1号発行
9月 25,26日 、檜山管内 7会 場で開催され、         ・ 実践研究発表大会の運営検討

全道から597人 の参加者があった。大会スロー    9月 25日  第 57回 全道へき地複式教育
ガン 「新しい歴史を拓く檜山の子らに 豊 かな心     ～ 26日  研 究大会櫓山大会
と確かな学力を」のもと、問題解決的学習の指導         ・ 檜山大会 7会 場 (助言)
過程、個に応 じた指導を柱にした授業公開と研究   lo月     第 58回 全道へき地複式教育
協議で、大きな成果をあげた。また瀬戸内寂聴氏     ～ 11月  研 究大会網走プレ大会
による記念講演 『教育は愛』は、地元聴衆をも巻         ・ 網走大会 8会 場 (助言)
き込み大きな反響を博した。             lo月 20日  第 3回 企画委員会
◎第58回 全道へき地複式教育研究大会網走プレ大会          ・ 第 7次 長計 「実践のまとめ」事

10月 から11月 にかけ、網走管内8会 場で開          例 等の収集について

催され、延べ 385名 の参加者があった。第 8次    lo月 29日  第 3回 研究推進委員会
長計のさきがけという意味合いを持ち、大会スロ         ・ 第 24回 実践研究発表大会の運
―ガン 「オホーツクの大地に生きる子らに光と輝          営 確認と準備
きを」を合い言葉に、関係協力団体との連携のも         ・ 発表者,司会者・記録者等打合せ
と、活気ある授業公開が展開された。 21年 度の   lo月 21日  第 24回 北海道へきナL複式教育
本大会は、今後の大会のあり方を大きく示唆する          実 践研究発表大会
ものとして期待が寄せられる。             1月 13日  第 4回 企画委員会

◎第24回 北海道へき地複式教育実践研究発表大会          ・ 第 7次 長計 「実践のまとめ」校
10月 21日 、ホテルライフォー ト札幌におい          正 作業

て開催され、総勢 57名 の参加があった。             ・ 実践研究発表大会の反省
道内3地 区から第 7次 長計に基づいて発表され    2月 12日  第 4回 研究推進委員会

た提言内容について質の高い研究協議が展開さ    ～ 13日 ・第 7次 長計 「実践のまとめ」最
れ、その成果を全道各地に還流することができた。          終 校正作業
また、北海道教育大学釧路校准教授の境 智 洋氏         ・ 研究部情報第 2号 発行
(へき地教育研究支援部門員)よ り、 『自然の見方         。 今年度の事業反省 。まとめ
・考え方が変わる』と題した実験を交えた講話を         ・ 次年度の事業計画
いただき、楽しく研修を深めた。                 ・ 各管内へき複連活動状況の交流
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大■会'1培F■報T告

副委員長  長 政  康

1大 会 名

◆第 57回 全道へき地複式教

育研究大会檜山大会

◆第 58回 全道へき地複式教

育研究大会網走プレ大会

◆第 57回 全国へき地教育研究大会山梨大会

槽山大会の概要

(1)椛 種 鍵

『自ら創造的に学び、豊かな心で

たくましく郷土を拓く子供の育成』

(2)大 会スローガン

『新しい歴史を拓く檜山の子らに

豊かな心と確かな学力を』

(3)開 催期日 平 成20年 9月 25日 (木)

平成20年 9月 26日 (金)

(4)大 会内容

◆25日 (木)分 科会 5町 7会場

◆26日 (金)全 体会 江差文化会館

。開会式 基 調報告

・記念講演  講 師 i厚 内 寂 聴 氏

『教育は愛』

・感謝状贈呈

・次期開催地挨拶 (網走大会実行委員長)

'閉会式

(5)分 科会会場校

・第 1分科会  上 ノ国町立湯ノ岱小学校

・第2分科会 厚 沢 部 町立館 小 学校

・第3分科会 乙 部 町立 明和 小 学校

・第4分科会  せ たな町立平国内小学校

。第 5分科会  せ たな町立玉川小学校

t第6分科会 せ たな町立馬場川小学校

・第7分科会 今 金 町立種 川 小学校

(6)大 会参加者数

C分 科会参加者数 543名

②全体会参加者数 758名

3 第 58回 全道へき地複式教育研究大会

【網走プレ大会の概要】

(1)暁 '日鍾

『自ら創造的な学び、豊かな心で

たくましく郷土を拓く子供の育成』

～へき地 ・小規模 ・複式学級を有する学校の特性

を生かし一人一人の児童生徒に 「新たな時代を

生き抜くための力」を育む学校 ・学級経営と学

習指導の充実をめざして～

(2)大 会スローガン

『オホーツクの大地に生きる子らに 光 と輝きを』

(3)開 催期国

平成20年 10月 ～11月

(4)分 科会会場校

,第1分科会 斜 里 町立 峰浜 小学校

・第2分科会 清里 町立新栄 小学校

。第 3分科会 美 幌 町立福豊 小学 校

・第4分科会 】ヒ見 市 立川沿 小学 校

・第 5分科会 遠軽町立瀬戸瀬小学校

・第6分科会 上湧別町立開盛小学校

。第7分科会 滝上町 立 白鳥 小 学 校

・第8分科会 雄 武 町 立幌 内小学校

4 第 57回 全国へき地教育研究大会山梨大会

【山梨大会の概要】

(1)全 国研究主題

『ふるさとに誇りを持ち、新しい時代を開く、

心豊かな子どもの育成』

(2)大 会スローガン

『伝えよう 育 てよう 豊 かな心 山 梨から』

(3)開 催期日

・平成20年 10月 16日 (木)

・平成20年 10月 17日 (金)

(4)大 会内容

・第 1日目 全 体会 ・課題別分散会

・第2日 目 公 開授業 ・分科会

(3市 2町 1村県内10会 場)

(5)分 散会提言者

□提言 課 題 5 学 習過程の改善 ・充実

空All地区 岩 見沢市立メープル小学校
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頭 16名 増)に 当たり、各地区へき ・連復の

拠 解ご協力により多くの校長 ・教頭先生か

らの供出がありました。全へき連へは納入さ

れた金額の中で送金しました。

2 平 成 21年 度の予算編成について

(1)次 年度も学校の統廃合など、厳しい情勢が

予想されます。予算編成の基準資料として、

3月 末に各地区へき ・復連の加盟校数 ・教員

数を調査し、収入予定額を把握した上で予算

を編成します。各地区の担当者の皆様にはお

手数をかけますがよろしくお願いします。

(2)今 後も、養護教員 ・事務職員の加入、及び

未加入校の加盟を促します。

(3)平 成 21年 度の一般会計については、今年

度並みの活動規模を維持できる予算編成をお

こないます。

(4)旅 費については、現在執行中の規定に基づ

いて確実に執行します。

(5)全 へき連会計は、納入される負担金の範囲

内で執行します。各地区へき ・復連において

は引き続きへき地教員の納入拡大への働きか

けをお願いいたします。

(6)刊 行物会計については、平成 21年 度も、

本道の実践も盛り込まれた全へき連の刊行物

発行が予想されます。各地区へき ・復連にお

いては購買促進の取り組みをぜひお願いいた

します。

財政部長  根 本 書  夫

1 平 成 20年 度業務執行に

ついて

(1)会 計業務については、

事務局及び各部、各委員

会、各地区へき ・復連と

の連携を図り、計画に従

って執行しております。

(2)道 へき ・復連会費については、当初予算よ

り教員数納入額が減少の決算となりました

が、ほば、予算通りに執行しております。

(3)全 へき連会計については各地区へき ・復連

のご努力により当初予算通りのご協力をいた

だきました。全へき連への負担金送付を終え

ております。

(4)刊 行物の購読促進については、全へき連発

行の 「へき地 ・複式 ・小規模学校の実践事例

集」のみの取り組みとなりました。各地区ヘ

き ・復連においては,発 干Jの主旨をご理角卒賜

り、ご協力いただいたことに感謝いたします。

なお、予定を上回る購入をいただいた地区

(宗谷 ・十勝)も あり、心より感謝申し上げま

す。また、檜山大会において過年度発行の全

へき連刊行物を販売し、11冊 の購入があり

ました。

(5)運 営資金会計は、今年度、採用 ・承認の管

理職の多い年 (予定よりも校長 11名 増 ・教

平成 20年 度 一 般会計 執 行状況

平成 21年 1月 23日 現在

【収入の部】

費 目 20年度予算 1/23決算 増 ・減(△)

会 費 4,510,080 4,472,670 △37,410

繰越金 676, 174 676, 174 0

繰入金 5201000 5201000 0

雑収入 10,746 4,371 ∠ゝ 6, 375

合 計 5,717,000 5 , 6 7 3 , 2 1 5 △43,785

【支出の部】

費 目 20年度予算 1/23決算 増 ・減(△)

研究大会費 5101000 5101000 0

研究調査費 2,4101000 21225,220 △ 1841 780

研究刊行物 7001000 600,000 △1001000

事 務 局 費 2,097,000 1, 1841099 △912,901

合  計 5,717,000 41519,319 △1,197,681

◇学 校 数 368校   ◇ 教職員数2, 142名

【差引残高(1/23現在)】 5, 673, 215円 -4, 519, 319円 二1, 153, 896円
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全道へき地複式教育研究大会網走大会

研究部長 工  藤  仁  志

はじめに

昨年の秋に、第 58回 全道へき地複式教育研

究大会網走プレ大会を開催 し、金会場校 とも、

無事終了することができました。全道各地より

約 400名 ほどの参加をいただき、研究協議で

は、参加者の皆様より研究の深化 ・充実に向け

て貴重なご助言 ・ご意見をいただきました。心

より感謝申し上げます。また、プレ大会の開催

にあたりまして、道へき ・複連、北海道教育庁

網走教育局、管内市町村教育委員会、さらに加

盟校の皆様の特段のご支援 とご協力を賜 り、あ

らためてお礼申し上げます。

網走大会の開催に向けて地区へき・複連では、

全道のへき地複式教育のさらなる充実 ・発展を

めざし、大会実行委員会を組織 し、会場校をは

じめ、各ブロックの加盟校等の協力体制を構築

し、本大会成功へ向けての準備を進めています。

1 網 走プレ大会の成果と課題

細走プレ大会は、昨年の 10月 3日 から

11月 21日 までの期間に、斜里町立峰浜小

学校、清里町立新栄小学校 (緑町小学校、江

南小学校との集合学習)、北見市立川沿小学校

(日吉小学校 との集合学習)、美幌町立福豊小

学校、遠軽町立瀬戸瀬小学校、上湧別町立開

盛小学校、滝上町立白鳥小学校、雄武町立幌

内小学校の 8会 場で開催いたしました。

以下、その主な成果や課題です。

(成果)

(1)北 海道へき地 ・複式教育研究連盟 「第 7

次長期 5か 年研究推進計画」の流れを踏ま

えつつ新しく提示された 「第 8次 長期 5か

年研究推進計画」の内容とも関連づけた課

題を設定することができた。

(2)管 内全体 として、国語科や算数科等の教

科をはじめ、道徳、特別活動、総合的な学

習の時間、集合学習等、幅広い領域での授

業を公開し、複式の三特性を生かした実

践を発表できた。

(3)各 会場校では、研究の視点を明確 にし、

より深 く研究を推進 しようとする意欲を

高め、本大会ではさらなる内容の充実を

図ることができるよう研究体制づくりを

行うことができた。

(課題)

(1)8次 長計の 1年 次となるため、その趣

旨や内容についての浸透を図り、各会場

校の研究仮説や研究の視点、実践内容 と

の整合性を図ることができるようにする。

(2)実 践の中核 となる授業づくりについて

は、小規模 ・複式等の特性を生かした実

践計画を立てる。また、教材研究や授業

づくりの工夫 ・改善を進め、よリー層、

授業力の向上を図ることができるように

する。

(3)実 践の足跡がわかるような実践記録の

取 り方を工夫 し、評価に生かす工夫をす

る。

2 網 走大会の位置づけ

第 58回 全道へき地複式教育研究大会網

走大会は、第 8次 長期 5カ 年研究推進計画

の 1年 次にあたり、実践検証期の基礎を形

づくる重要な大会となります。そこで、次

年度は、次のように運営 ・研究体制を充実

します。

① 実行委員会内の連携 ・協力等を密にし、

組織を十分機能させ、大会運営にあた

る。

② 全体及び各会場校の成果と課題を明確

にし、研究の見通しをしっかりもてるよ

うにする。

③ 教育成果を高めるためには、授業力の

向上が鍵となることを踏まえた授業実

践を行う。

網走大会では、忌憚のない意見交流ができま

すよう皆様のご参加をお待ちしてお ります。
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第 59回
□ 研 究 主 題

全道へき地橿式教育研究大会胆振プレ大会

□ 大 会 程 (基本形)*会 場によって時間帯に変更があります。

「主体的 ・創造的 に学び、豊かな心でた くま しくふるさとを拓 く子供の育成」

～へき地 ・複式教育の特性を生かし、児童生徒一人一人に

未来に生きる力を育む学校 ・学級経営と学習指導の充実をめざして～

9 : 0 0～ 9 : 1 0～ 10:15- 1 1 : 0 0～ 11120- 1 2 ! 0 0～ 1 3 : 0 0～ 1 5 : 0 0～

受 付 公 開 ① 公 開 ② 休 憩 開 会 式 昼 食 研究協議 閉 会 式

ロ プレ大会 会場校一覧
△
‐ 場  校  名

開 催 期 日

研 究 主 題
～ 副  主  題  ～

教科 ・領域

分 野  等

1.豊 浦町立大岸小学校

10月  2日 (金)

「生き生き学び伝え合 う力を育てるJ

～書 く活動を通 して～

・
習

活
学
８国語．生的韓2.壮 瞥町立久保内小学校

11月  6日 (金)

「確かな学力を身につけ、
進んで学習できる子の育成」

～わかって楽しい算数科の授業をめざして～

算 数

学習指導 7

3.伊 達市立関内小学校

10月 30日 (金)

「基礎基本の定着をめざして
意欲的に学ぶ子の育成」

～算数科における主体的な学習活動をめざして～

算 数

学習指導 5

4.室 蘭市立喜門4さ小学校

10月  9日 (金)

「わかる、できる、伝わる喜びを感 じ、
意欲的に学び続ける子の育成」

～確かな力を身につけさせ、
自らの学びを深める国語科指導の在 り方～

国 語

学習指導 7・8

5,白 老町立社台小学校

9月 25日 (金)

「自ら学び、確かな学力を身につける子供の育成」

～わかる算数科の授業づくりを通して～

算 数

学習指導 7・8

6.苫 小牧市立樽前小学校

11月 20日 (金)

「自ら学び、思いを生き生きと、
表現する子供の育成」

～伝え合う力を育む学習指導を通 して～

国 語

学習指導 3・5

7`安 平町立富 岡小学校

11月 13日 (金)

「自ら学び、伝え合 う児童の育成」
～複式教育の特性を生かした

授業づくりを目指して～

算 数

学習指導 5・8

8.厚 真町立富野小学校

11月  6日 (金)

「思いや りの心 をもち、自分を高める子の育成」
～豊かなかかわ りを通した

自立への支援を目指 して～
徳．瑠
３．５国語．道ｍ幹9 ,む かわ町立宮戸小学校

11月 20日 (金)

「自ら考え自ら学び、互いに高め合 う
子 どもの育成」

～基礎 ・基本をもとに、思いを伝え合う
国語科の学習を通して～

国 語

学習指導 7

胆 振 地 区へ き地 ・複 式教 育研 究連 盟

○委 員 長 :安宅 錦 也(1士瞥町立久保内小学校) TELi(0142)652300

0事 務局長 :佐藤 隆 宏(伊逮市立大滝小学校) TEL:(0142)686915

*第 1次 案内につきましては、 5月 上旬にお届けする予定です。


